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プ
ロ
ロ
ー
グ

　

炎
暑
が
続
く
こ
の
夏
で
あ
る
。
脳
細

胞
も
な
か
な
か
に
覚
醒
し
に
く
い
。
だ

か
ら
と
い
っ
て
、
閑
話
休
題
と
す
る
わ

け
に
も
い
か
ず
…
…
。

　

そ
こ
で
思
い
起
す
の
は
、
欧
州
の
労

働
組
合
も
、
夏
場
は
長
期
休
暇
に
入
る

こ
と
だ
。
本
稿
は
、
諸
国
労
組
が
そ
の
夏

休
み
前
の
段
階
で
、
ど
の
よ
う
な
動
き

を
展
開
し
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
、
簡
潔

に
記
述
し
て
み
る
の
は
ど
う
か
、
と
考

え
た
。

夏
休
み
前
の
ハ
イ
ラ
イ
ト

格
差
是
正
へ

　

デ
ン
マ
ー
ク
か
ら
始
め
よ
う
。
こ
の
国

で
は
、
6
月
、
国
家
公
務
員
18
万
人
と
地

方
自
治
体
の
公
務
員
50
万
人
を
代
表
す

る
公
務
員
労
組
が
、
要
求
の
大
半
を
充
た

す
3
年
有
効
の
労
働
協
約
を
締
結
し
て

い
る
。
そ
の
主
眼
点
は
、
賃
上
げ
要
求
3

年
間
で
8

・2
%
に
対
し
、
合
意
し
た
最

終
回
答
は
8

・1
%
。
加
え
て
、
今
後
民

間
部
門
の
賃
上
げ
に
見
合
う
調
整
を
実

施
す
る
と
と
も
に
、
男
女
間
格
差
是
正
を

含
む
、
低
賃
金
層
の
特
別
引
き
上
げ
を
決

め
る
な
ど
、
格
差
是
正
に
向
け
て
成
果
を

あ
げ
て
お
り
、
労
組
側
は
一
定
の
評
価
を

し
て
い
る
。

　

こ
の
時
期
、ノ
ル
ウ
ェ
ー
で
は
、ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
労
組（
N
J
）が
労
働
協
約
を

締
結
、
主
な
要
求
の
殆
ど
を
獲
得
し
た
。

と
く
に
公
共
放
送
N
R
K
の
組
合
員
1
 

7
0
0
人
が
、
調
停
の
不
調
を
受
け
て
、

ス
ト
を
打
っ
た
の
が
成
果
に
結
び
つ
い
た
。

今
後
の
課
題
は
、
有
期
契
約
の
ス
タ
ッ
フ

の
地
位
向
上
で
あ
る
。

　

彼
ら
の
場
合
、
作
業
量
は
増
え
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
賃
金
は
不
変
と
い
う
不
合

理
な
状
況
が
あ
っ
て
、
夏
休
み
後
の
解
決

が
待
た
れ
て
い
る
。

　

ス
イ
ス
で
は
、
労
働
団
体
ト
ラ
ヴ
ァ

イ
ユ
・
ス
イ
ス
が
年
次
大
会
を
開
催
、
賃

金
差
別
に
関
す
る
決
議
を
採
択
し
、
女

性
の
賃
金
差
別
を
是
正
し
な
い
企
業
の

「
ブ
ラ
ッ
ク
・
リ
ス
ト
」を
公
表
し
た
。
賃

金
差
別
を
禁
ず
る
法
律
は
施
行
さ
れ
て

22
年
が
た
つ
が
、い
ま
だ
完
全
に
は
遵
守

さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
支
払
わ
れ
て
し
か

る
べ
き
差
額
は
年
間
77
億
フ
ラ
ン（
8
 
6
 

2
4
億
円
）に
の
ぼ
る
と
い
う
。

　

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
は
、
4
月
末
か
ら
開

始
し
た
建
設
労
組
の
ス
ト
ラ
イ
キ
が
終
結
、

2
年
協
約
が
締
結
さ
れ
た
。当
初
労
組
側

の
要
求
は
2
年
間
の
賃
上
げ
6
%
プ
ラ

ス
ア
ル
フ
ァ
で
あ
っ
た
が
、
経
営
側
の
回

答
は
3

・2
%
で
決
裂
し
て
い
た
。

　

今
回
の
合
意
で
は
時
間
当
た
り
賃
金

を
2
0
1
8
年
、2
0
1
9
年
に
そ
れ
ぞ

れ
30
セ
ン
ト（
約
40
円
）、
最
低
賃
金
を

2
0
1
8
年
、2
0
1
9
年
に
そ
れ
ぞ
れ

40
セ
ン
ト
引
き
上
げ
る
。
引
き
上
げ
率
で

は
表
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、同
労
組
ス
ポ
ー

ク
ス
マ
ン
の
説
明
で
は
、
30
セ
ン
ト
引
き

欧
州
諸
国
の
労
組
活
動
ナ
ウ

上
げ
は
他
の
業
種
部
門
の
そ
れ
と
ほ
ぼ

同
等
で
あ
る
と
い
う
。

　

他
方
、
政
府（
中
道
右
派
連
合
）は
目

下
時
間
外
労
働
延
長
に
つ
な
が
る
フ
レ

キ
シ
ビ
リ
テ
ィ
の
拡
大
法
案
を
企
図
し

て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
セ

ン
タ
ー
S
A
K
は
、雇
用
の
縮
小
に
つ
な

が
り
か
ね
な
い
と
強
く
反
発
し
て
い
る
。

　

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
注
目
さ
れ
た
の
は
、

大
幅
時
間
短
縮
の
実
験
で
あ
ろ
う
。
イ
ェ

テ
ボ
リ
市
議
会
は
、
ス
ヴ
ァ
ル
テ
ダ
ー
レ

ン
高
齢
者
介
護
ホ
ー
ム
で
2
0
1
5
年

か
ら
18
カ
月
に
わ
た
っ
て
そ
の
パ
イ
ロ
ッ

ト
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
た
。
す
な

金
属
労
協（
J
C
M
）顧
問   

小
島
正
剛
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ス
ト
ラ
イ
キ

　

ス
ト
闘
争
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
一
部

言
及
し
た
が
、
オ
ラ
ン
ダ
で
は
5
月
、
統

計
局（
C
B
S
）が
ス
ト
統
計
を
発
表
し

た
。
統
計
に
よ
れ
ば
、
2
0
1
7
年
の
ス

ト
発
生
件
数
は
32
件
で
、1
9
8
9
年
以

来
の
最
多
で
あ
っ
た
。
最
も
多
か
っ
た
の

は
、
製
造
業
、
運
輸
・
倉
庫
業
で
、
製
造
業

が
13
件
、
運
輸
・
倉
庫
業
が
12
件
で
あ
っ

た
。

　

ス
ト
の
事
例
で
は
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
セ

ン
タ
ー
F
N
V
お
よ
び
C
N
V
に
よ
っ

て
組
織
さ
れ
た
地
域
別
の
運
輸
労
組
の

ス
ト
が
あ
る
。
要
求
は
賃
上
げ
3
%
、
作

業
計
画
再
編
、
訓
練
機
会
の
拡
大
、
入
浴

時
間
の
配
置
な
ど
で
あ
る
。

　

民
営
化
さ
れ
た
従
前
の
公
営
運
輸
企

業
の
バ
ス
・
機
関
車
運
転
手
組
合
は
、
公

営
鉄
道
企
業
N
S
の
そ
れ
と
同
一
賃
金

を
要
求
中
で
あ
り
、
格
差
10
%
の
是
正

を
求
め
て
い
る
。

　

ベ
ル
ギ
ー
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
系
の
ハ
イ

パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
カ
リ
フ
ー
ル
で
、
自

然
発
生
的
な
ス
ト
が
あ
っ
た
。
原
因
は

1
2
3
3
人
の
人
員
削
減
や
若
干
の
ハ

イ
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
ス
ー
パ
ー
に
縮

小
さ
せ
る
な
ど
を
含
む
再
建
計
画
に
あ

り
、
45
カ
所
の
ハ
イ
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の

う
ち
17
カ
所
で
ス
ト
が
発
生
し
た
。
組
合

は
ス
ト
指
令
を
出
し
て
お
ら
ず
、
し
た

が
っ
て
全
て
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
閉
鎖
さ

わ
ち
ホ
ー
ム
の
ス
タ
ッ
フ（
組
合
員
）は

こ
の
間
の
1
日
の
所
定
労
働
時
間
を
、
8

時
間
か
ら
6
時
間
に
短
縮
さ
れ
、
各
方
面

の
注
目
を
集
め
た
の
で
あ
る
。
関
心
は
時

間
短
縮
の
状
況
下
で
ス
タ
ッ
フ
の
作
業

が
生
産
的
に
維
持
さ
れ
る
か
に
あ
っ
た
。

　

結
論
か
ら
言
え
ば
こ
の
実
験
は
成
功

と
さ
れ
、
予
算
の
範
囲
内
で
行
わ
れ
た
と

の
中
間
報
告
が
出
た
。そ
し
て
、成
果
は
、

実
験
の
成
功
を
越
え
て
、
ひ
ろ
く
所
定
労

働
時
間
の
効
用
に
つ
い
て
社
会
的
な
関

心
と
論
議
を
呼
び
起
こ
し
た
こ
と
で
あ
る
、

と
は
市
長
の
コ
メ
ン
ト
で
あ
る
。
8
月
に

は
公
式
の
最
終
報
告
が
発
表
さ
れ
る
が
、

今
後
、
作
業
組
織
の
あ
り
方
に
変
化
が
生

じ
る
の
で
は
と
の
見
方
が
広
が
っ
て
い

る
と
い
う
。

れ
な
か
っ
た
の
だ
が
、
か
り
に
真
摯
な
交

渉
が
進
ま
な
け
れ
ば
、
今
後
全
社
的
な
ス

ト
を
考
え
る
と
し
て
い
る
。

　

ス
ペ
イ
ン
で
は
、
3
月
に
マ
ド
リ
ー
ド

を
中
心
と
す
る
3
0
0
0
人
超
の
ア
マ

ゾ
ン
労
働
者
が
賃
上
げ
と
労
働
条
件
改

善
を
求
め
て
2
日
間
の
ス
ト
を
打
っ
た
。

ア
マ
ゾ
ン
で
は
同
国
初
の
ス
ト
で
あ
る
。

ア
マ
ゾ
ン
は
、さ
る
4
月
、ス
ト
に
加
わ
っ

た
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
セ
ン
タ
ー
の
臨
時

採
用
2
0
0
人
の
労
働
者
の
契
約
更
改

を
せ
ぬ
旨
発
表
し
た
。
一
方
、
5
月
に
入

る
と
、
同
社
サ
ン
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
・
セ
ン

タ
ー
の
労
働
者
1
0
0
0
人
超
が
ゼ
ロ
・

ア
ワ
ー
契
約
へ
の
過
度
な
依
存
、
臨
時
従

業
員
の
乱
用
な
ど
に
抗
議
し
て
、
ス
ト
を

続
行
し
て
い
る
。

　

イ
ギ
リ
ス
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
労
働
組

合
会
議（
T
U
C
）
が「
不
安
定
雇
用
に

関
す
る
調
査
報
告
」を
発
表
し
た
。
こ
の

国
で
は
3
8
2
万
人
の
労
働
者
が
不
安

定
雇
用
に
あ
り
、
全
労
働
力
の
11

・9
%
、

労
働
者
9
人
に
1
人
の
比
率
で
あ
る
。
非

正
規
雇
用
の
故
に
職
場
の
基
本
権
が
奪

わ
れ
て
い
る
。
報
告
書
で
は
、
従
業
員
を

故
意
に
自
営
業
と
位
置
づ
け
た
り
、コ
ス

ト
削
減
の
た
め
に
は
労
働
時
間
を
定
め

ず
、
雇
用
や
税
負
担
の
責
任
を
逃
れ
る
な

ど
、
悪
質
な
企
業
の
存
在
を
指
摘
し
て

い
る
。

　

5
月
12
日
、T
U
C
は
ロ
ン
ド
ン
中
央

部
で「
労
働
者
の
た
め
の
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー

ル
」大
行
進
を
挙
行
、
す
べ
て
の
労
働
者

は
前
進
、
生
活
の
質
向
上
の
機
会
を
持
つ

べ
き
で
、
そ
の
た
め
に
は
良
質
の
雇
用
が

必
須
の
要
件
だ
と
社
会
に
訴
え
た
。

　

ド
イ
ツ
に
つ
い
て
も
触
れ
る
べ
き
だ

が
、
ド
イ
ツ
金
属
産
業
の
団
体
交
渉
に
つ

い
て
は
、
本
誌
前
号
で
詳
報
が
掲
載
さ
れ

て
い
る
の
で
重
複
は
避
け
、
企
業
段
階
で

の
動
き
の
一
つ
を
報
告
し
た
い
。

　

そ
れ
は
、
自
動
車
メ
ー
カ
ー
・
オ
ペ
ル

の
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
同
社
は
2
0
1
7
年

8
月
以
降
フ
ラ
ン
ス
の
大
手
自
動
車
P
 

S
A
の
傘
下
に
あ
り
、
オ
ペ
ル
の
今
後
の

あ
り
方
に
つ
い
て
長
期
に
わ
た
り
オ
ペ

ル
中
央
事
業
所
従
業
員
代
表
委
員
会
と

ド
イ
ツ
金
属
労
組（
I
G
M
）が
加
わ
っ

て
交
渉
が
続
い
て
い
た
が
、
5
月
末
に

い
た
っ
て
基
本
合
意
に
至
っ
た
。
合
意
に

よ
れ
ば
、
オ
ペ
ル
は
生
産
拠
点
や
R
＆

D
セ
ン
タ
ー
へ
の
重
要
な
投
資
を
開
始

す
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
代
表
委
員
会

や
I
G
M
の
発
表
に
よ
る
と
、
同
社
の

リ
ュ
ッ
セ
ル
ス
ハ
イ
ム
、
カ
イ
ザ
ー
ス
ラ

ウ
テ
ル
ン
、ア
イ
ゼ
ナ
ハ
、ド
ゥ
デ
ン
ホ
ー

フ
ェ
ン
、
ボ
ッ
フ
ム
在
の
生
産
拠
点
の
雇

用
は
2
0
2
3
年
の
夏
ま
で
保
障
さ
れ
、

事
業
ご
と
に
予
算
措
置
が
講
ぜ
ら
れ
る
。

労
働
者
側
は
、
賃
金
面
で
譲
歩
す
る
と
し

て
い
る
。

　

ド
イ
ツ
の
最
賃　

賃
金
と
言
え
ば
、

ド
イ
ツ
に
最
低
賃
金
が
導
入
さ
れ
た
の

は
2
0
1
5
年
1
月
1
日
の
こ
と
で
あ

フィンランド産業労働者によるストライキ
（2018年２月、フィンランド産業労組提供）
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る
。
随
分
と
遅
い
と
い
ぶ
か
る
向
き
も
あ

ろ
う
が
、
そ
れ
は
こ
の
国
の
団
体
交
渉
方

式
に
一
因
が
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
金
属

の
場
合
で
も
、
地
域
別
交
渉
の
方
式
が
伝

統
的
で
、
交
渉
で
決
定
す
る
職
階
別
賃
金

以
下
で
は
労
働
し
な
い
と
の
ル
ー
ル
が
普

及
し
て
い
た
の
だ
。
し
か
し
、
欧
州
の
拡

大
で
旧
中
東
欧
諸
国
か
ら
の
移
住
労
働
者

の
流
入
が
拡
大
す
る
と
、
か
れ
ら
の
就
業

は
賃
金
下
振
れ
競
争
、
ダ
ン
ピ
ン
グ
の
側

面
を
招
来
し
た
の
で
、
か
れ
ら
の
保
護
も

念
頭
に
最
低
賃
金
設
定
が
論
議
さ
れ
た
の

で
あ
っ
た
。

　

ハ
ン
ス
・
ベ
ッ
ク
ラ
ー
財
団
の
調
査
に

よ
れ
ば
、
し
か
し
、
最
賃
を
導
入
し
た
翌

年
の
2
0
1
6
年
現
在
、
最
賃
を
遵
守
し

た
企
業
は
少
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
資
格
が

あ
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
最
賃
以
下
の
賃
金

を
受
給
し
て
い
た
労
働
者
は
約
2
2
0
万

人
に
お
よ
ん
だ
と
い
う
。

　

そ
の
後
、
状
況
は
改
善
し
つ
つ
あ
り
、

社
会
経
済
研
究
所
S
O
E
P
の
調
査
に

よ
れ
ば
、
最
賃
は
福
祉
の
あ
ら
ゆ
る
面
で

積
極
的
な
効
果
を
も
た
ら
し
た
と
さ
れ
る
。

生
活
上
の
満
足
度
も
向
上
し
つ
つ
あ
り
、

と
く
に
全
般
的
に
発
展
の
遅
れ
て
い
る
東

側
地
域（
旧
東
ド
イ
ツ
）に
つ
い
て
そ
れ
が

言
え
る
と
い
う
。

　

団
体
交
渉
で
は
建
設
業
界
の
そ
れ
が

あ
り
、
80
万
超
の
労
働
者
を
対
象
に
、
5

月
1
日
、
約
6
%
の
賃
上
げ
に
合
意
し

た
。
労
組
側（
Ｉ
Ｇ
バ
ウ
）に
よ
れ
ば
、
西

ド
イ
ツ
地
域
で
は
今
年
の
賃
上
げ
は
5

・

7
%
、
東
ド
イ
ツ
地
域
で
は
6

・6
%
と

大
幅
で
あ
り
、
双
方
と
も
に
26
カ
月
協

約
で
あ
る
。
協
約
は
ま
た
西
ド
イ
ツ
労
働

者
を
対
象
に
2
0
1
8
年
11
月
に
一
時

金
2
5
0
ユ
ー
ロ
、
2
0
1
9
年
6
月
に

6
0
0
ユ
ー
ロ
、
2
0
1
9
年
11
月
に
さ

ら
に
2
5
0
ユ
ー
ロ
が
支
給
さ
れ
、
東
ド

イ
ツ
労
働
者
に
は
2
0
1
9
年
11
月
に

2
5
0
ユ
ー
ロ
が
支
給
さ
れ
る
。（
１
ユ
ー

ロ
は
1
3
0
円
強
）

中
東
欧
の
状
況
は
？

　

で
は
、
旧
東
側
諸
国
で
は
ど
の
よ
う
な

動
向
が
見
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
か
。

■
医
療
制
度
の
改
編
か

　

ク
ロ
ア
チ
ア
か
ら
見
て
み
よ
う
。
こ
の

国
で
は
、
政
府
が
新
法
の
も
と
で
保
健
医

療
制
度
の
民
営
化
を
企
図
し
て
お
り
、
ク

ロ
ア
チ
ア
独
立
労
組
、
ク
ロ
ア
チ
ア
労
連

と
も
に
、
政
府
に
民
営
化
案
廃
止
を
訴
え

て
い
る
。
理
由
は
明
ら
か
に
市
民
が
質
の

高
い
医
療
制
度
へ
の
接
近
を
絶
た
れ
る

可
能
性
が
高
い
こ
と
に
あ
り
、
社
会
保
障

全
般
に
係
る
こ
と
と
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

　

ラ
ト
ヴ
ィ
ア
で
は
、医
師
不
足
が
予
測

さ
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
政
府
が
外
国
人
医

師
の
採
用
を
計
画
し
、
採
用
条
件
を
緩
和

し
つ
つ
29
の
専
門
分
野
の
リ
ス
ト
を
作

成
し
つ
つ
あ
る
。
ラ
ト
ヴ
ィ
ア
医
療
労
組

（
L
V
S
A
D
A
）は
、
予
測
さ
れ
る
医

師
不
足
の
解
消
の
カ
ギ
は
、
国
内
の
医
師

の
給
与
を
デ
ィ
ー
セ
ン
ト（
妥
当
）な
水

準
に
引
き
上
げ
る
こ
と
だ
と
、
怒
り
を
込

め
て
声
明
を
公
表
し
、
対
立
し
て
い
る
。

■
移
住
労
働
力
と
労
働
力
不
足

　
　

ポ
ー
ラ
ン
ド
で
は
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
会
社
W
S
の
調
査
報
告
が
注
目
さ
れ

た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
外
国
へ
の
移
住
労

働
者
は
全
労
働
力
の
11

・8
％
、
過
去
12

カ
月
間
に
2
ポ
イ
ン
ト
の
低
下
で
、
過
去

最
低
水
準
で
あ
る
。
移
住
先
は
ド
イ
ツ
が

最
も
人
気
が
あ
り（
32

・4
％
）、
次
が
オ

ラ
ン
ダ（
15
％
）で
イ
ギ
リ
ス（
5

・7
％
）

を
抜
い
た
。
外
国
へ
の
移
住
労
働
の
最
も

重
要
な
要
因
は
移
住
先
の
高
収
入（
82
％
）

で
あ
り
、
高
い
生
活
水
準（
36
％
）、
外
国

旅
行
の
魅
力（
24
％
）、
キ
ャ
リ
ア
の
蓄
積

（
24
％
）な
ど
と
続
い
て
い
る
。
オ
ラ
ン
ダ

の
統
計
局（
C
B
S
）に
よ
る
と
、
ポ
ー

ラ
ン
ド
か
ら
の
移
住
労
働
者
の
場
合
、
過

半
数
は
フ
レ
ク
シ
ブ
ル
な
臨
時
雇
用
に

分
類
さ
れ
、
ホ
ス
ト
国
に
数
年
滞
在
し
た

場
合
で
も
そ
れ
が
い
え
る
と
い
う
。

　

ポ
ー
ラ
ン
ド
国
営
航
空
会
社
L
O
T

の
労
働
組
合
は
、
5
月
1
日
か
ら
無
期
限

ス
ト
に
入
る
計
画
で
あ
っ
た
が
、
裁
判
所

が
無
期
限
ス
ト
は
違
法
と
の
判
断
を
下

し
た
た
め
ス
ト
突
入
は
断
念
、
そ
の
後
順

法
闘
争
に
入
っ
て
い
る
。
要
因
は
賃
金
制

度
で
、
過
去
3
年
に
わ
た
り
決
着
が
つ
い

て
い
な
い
と
い
う
。

　

チ
ェ
コ
で
は
、
同
国
最
大
の
自
動
車

メ
ー
カ
ー
・
シ
ュ
コ
ダ
の
労
使
が
年
初
か

ら
団
体
交
渉
に
入
っ
て
い
た
。
会
社
側
は

当
初
賃
上
げ
8

・3
%
を
提
示
し
た
が
組

合
側
が
拒
否
。
結
局
4
月
に
至
り
12
%

で
合
意
が
成
っ
た
。
新
協
約
期
間
は
4
月

1
日
か
ら
2
0
1
9
年
3
月
末
ま
で
で

あ
る
。
新
協
約
で
は
、
さ
ら
に
年
間
ボ
ー

ナ
ス
お
よ
び
刺
激
給
部
分
平
均
11
万
コ

ル
ナ（
約
55
万
円
）が
保
障
さ
れ
る
。
同

社
は
拡
大
す
る
需
要
に
対
応
の
た
め
、
ド

イ
ツ
で
の
生
産
を
開
始
す
る
計
画
と
い
う
。

　

ル
ー
マ
ニ
ア
の
現
地
紙
は
、
労
使
が
と

も
に
、
多
国
籍
企
業
が
十
分
な
労
働
力
を

確
保
で
き
な
い
が
故
に
、
国
外
に
転
出
す

る
の
で
は
と
の
懸
念
を
伝
え
て
い
る
。
金

属
労
組
の
委
員
長
代
理
は
、
あ
る
多
国
籍

チェコ国内自動車生産シェア１位のシュコダオートの生産ライン
（Herrndorff ／ Shutterstock.com）



27   JCM   2018  Autumn

●金属労協顧問

小島正剛 こじま・せいごう　

６０年ＩＭＦ（国際金属労連）日本事務
所に入職以来、金属労協事務局長代理、
同国際局長、同副議長（国際委員長）（以
上 IMF との兼務）、ＩＭＦ地域代表を
務めるなど国際労働運動一筋。９８年
金属労協顧問に。日本労働ペンクラブ
代表代理他。主要著書「海外労働アラ
カルト」他。

欧州諸国の労組活動ナウ

企
業
が
最
近
労
働
力
不
足
を
理
由
に
生

産
を
停
止
、
5
0
0
人
以
上
の
解
雇
に
踏

み
切
っ
た
と
語
っ
て
い
る
。
彼
の
推
定
で

は
、
複
数
の
多
国
籍
企
業
が
国
外
の
生
産

拠
点
の
稼
働
を
拡
大
し
て
い
る
こ
と
か

ら
2
0
0
0
〜
3
0
0
0
人
規
模
の
雇

用
が
失
わ
れ
、
投
資
自
粛
で
雇
用
創
出
が

お
ぼ
つ
か
な
い
と
い
う
。
彼
は
、
政
府
が

た
だ
ち
に
立
ち
上
が
り
、
関
係
当
事
者
間

で
速
や
か
な
解
決
策
を
講
じ
、
こ
れ
以
上

の
企
業
の
転
出
を
防
ぐ
べ
き
だ
と
強
調

し
て
い
る
。

エ
ピ
ロ
ー
グ

　

限
ら
れ
た
範
囲
内
で
は
あ
る
が
、
単
純

な
プ
リ
ズ
ム
で
欧
州
諸
国
の
動
き
を
概

観
し
て
き
た
。
で
は
こ
う
し
た
諸
国
労
組

が
結
集
す
る
欧
州
レ
ベ
ル
で
の
動
き
に

は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
っ
た
で
あ
ろ

う
か
。
最
後
に
、
そ
の
分
野
に
目
を
向
け

て
み
よ
う
。

■
欧
州
労
連
が
採
択

　
―「
欧
州
の
未
來
に
関
す
る
綱
領
」

　

当
然
言
及
す
べ
き
は
、
欧
州
39
カ
国
、

89
組
織
、
4
5
0
0
万
組
合
員
の
結
集

す
る
欧
州
労
連（
E
T
U
C
）の
、地
域
レ

ベ
ル
の
活
動
展
開
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
時
期
と
く
に
注
目
さ
れ
た
の
は
、

E
T
U
C
が「
欧
州
の
未
来
に
関
す
る
綱

領
」を
採
択
し
た
こ
と
と
い
え
よ
う
。
綱

領
は
、
4
つ
の
メ
ガ
ト
レ
ン
ド
―
気
候

変
動
、
デ
ジ
タ
ル
化
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、

人
口
動
態
―
が「
労
働
の
世
界
」を
急
激

に
変
化
さ
せ
て
い
る
が
、
す
べ
て
の
労
働

者
が
こ
う
し
た
動
向
で
排
除
さ
れ
る
こ

と
な
く
恩
恵
を
受
け
る
よ
う
に
す
る
必

要
が
あ
る
、
と
謳
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
6
月
20
日
に
は
、「
全
て
の
者
の

た
め
の
欧
州
賃
金
同
盟
」を
採
択
し
て
、

「
賃
金
の
格
差
是
正
・
上
位
平
準
化
」
を

謳
っ
て
も
い
る
。

　

6
月
下
旬
に
は
欧
州
労
組
研
究
所

（
E
T
U
I
）と
の
共
催
で
、「
変
遷
す
る

労
働
の
世
界
」合
同
会
議
を
開
催
、
現
状

分
析
を
行
う
と
と
も
に
、
今
後
の「
労
働

の
世
界
」を
論
じ
て
い
る
。

■
労
組
シ
ン
ク
タ
ン
ク
の
連
携

　

合
わ
せ
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、
5
月
22

日
、
T
U
R
I
が
発
足
10
周
年
を
記
念

し
た
こ
と
で
あ
る
。
T
U
R
I
と
は
、
労

働
組
合
関
連
の
調
査
研
究
機
関
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
で
、
32
組
織
か
ら
な
る
。

　

発
足
以
来
、
T
U
R
I
は
、
欧
州
全
域

の
労
働
運
動
を
支
持
す
る
各
国
調
査
研

究
機
関
の
公
式
交
流
の
場
と
な
っ
て
き
た
。

目
的
は
、
欧
州
次
元
の
要
素
を
研
究
作
業

に
統
合
し
つ
つ
、
組
織
間
の
協
力
と
知
見

共
有
の
基
盤
づ
く
り
を
促
進
す
る
こ
と

に
あ
っ
た
。
そ
の
背
後
に
は
、「
社
会
的
欧

州
」追
求
の
構
想
が
息
づ
い
て
い
た
と
記

憶
す
る
。

　

主
要
な
加
盟
団
体
の
欧
州
労
研

（
E
T
U
I
）マ
リ
ア
・
イ
ェ
プ
セ
ン
調
査

部
長
は
、
T
U
R
I
の
影
響
力
と
い
う

も
の
は
急
激
に
発
揮
さ
れ
る
も
の
で
は

な
い
が
、
重
要
な
経
済
的
・
社
会
的
お
よ

び
労
働
市
場
問
題
を
論
議
の
俎
上
に
載

せ
て
い
く
上
で
不
可
欠
の
役
割
を
果
た

し
て
き
た
。「
成
長
と
、
低
い
賃
金
の
伸

び
」と
い
う
、
多
く
の
政
策
決
定
者
が
無

視
し
て
き
た
課
題
を
再
生
さ
せ
、
近
年
労

働
組
合
の
政
策
論
議
に
有
力
な
寄
与
を

成
し
て
い
る
、
と
語
っ
て
い
る
。

　

ち
な
み
に
さ
る
5
月
16
〜
18
日
ベ
ル

リ
ン
で
開
催
の
今
回
の
会
議
で
は
、
ド
イ

ツ
の
労
使
関
係
、
欧
州
の
未
来
、
労
働
者

基
本
権
の
確
立
、
雇
用
の
創
造
と
雇
用
の

質
と
の
関
係
な
ど
、幅
広
く
論
じ
ら
れ
た
。

　

T
U
R
I
に
は
E
U
域
内
の
20
カ
国

と
ノ
ル
ウ
ェ
ー
か
ら
の
、
32
組
織
、
友
誼

団
体
10
組
織
が
加
盟
し
て
お
り
、
実
質
的

に
欧
州
労
研（
E
T
U
I
）と
ド
イ
ツ
の

ハ
ン
ス
・
ベ
ッ
ク
ラ
―
財
団
に
よ
っ
て
支

え
ら
れ
て
い
る
。
今
後
と
も
労
働
運
動
の

シ
ン
ク
タ
ン
ク
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て

の
機
能
発
揮
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
点
、わ
が
国
で
も
、連
合
総
研
が
、

国
内
の
プ
ロ
・
レ
イ
バ
ー
の
研
究
機
関
と

の
連
携
を
進
め
て
い
る
こ
と
が
想
起
さ

れ
よ
う
。

■
連
帯
よ
永
遠
な
れ

　

こ
う
し
て
、
夏
休
み
前
の
、
欧
州
労
組

の
動
向
を
見
る
に
つ
け
、
各
国
そ
れ
ぞ
れ

が
、
自
ら
の
持
ち
場
で
ベ
ス
ト
を
尽
く
し

て
い
る
様
子
が
伺
わ
れ
る
。
そ
こ
に
は
地

域
大
、
そ
し
て
グ
ロ
ー
バ
ル
な
運
動
体
の

政
策
推
進
が
垣
間
見
え
る
。

　

い
う
ま
で
も
な
く
、
他
の
地
域
で
も
、

日
ご
ろ
厳
し
い
運
動
が
展
開
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
思
い
を
馳
せ
る
と
、
自
然
に
彼

ら
に
寄
り
添
う
心
情
が
湧
い
て
く
る
。

唐
突
の
よ
う
だ
が
、
か
つ
て
よ
く
口
に

し
た
米
国
の
労
働
歌「
ソ
リ
ダ
リ
テ
ィ
・

フ
ォ
ー
レ
ヴ
ァ（
連
帯
よ
永
遠
な
れ
）」の

懐
か
し
く
も
力
強
い
メ
ロ
デ
ィ
ー
が
、
耳

元
に
響
い
て
く
る
。
想
う
だ
に
そ
れ
は
、

こ
の
炎
夏
、
さ
な
が
ら
一
服
の
清
涼
剤
の

よ
う
で
も
あ
る
。

　

以
上
、
筆
者
な
り
の
炎
天
下
の
欧
州
労

組
ナ
ウ
で
あ
る
。（
了
）

（
2
0
1
8
年
8
月
15
日
記
）

（
参
考
資
料
）

欧
州
労
研（
E
T
U
I
）ニ
ュ
ー
ス
・
レ
タ
ー
、
他
。


